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第３章 国内における自動車バッテリーへの対応動向 

 

 第１節 自動車バッテリー業界の対応 

 （１）使用済みバッテリーの流れ 

現在使用済みバッテリーへの業界対応として、図３－１に示すように、販売店が一

般ユーザーから無償で引き取った使用済みバッテリーを、蓄電池メーカーが逆流通で

収集回収し、適正な処理を行うリサイクルシステムを形成している。 

なお、このシステムの一般ユーザーの窓口となる「リサイクル協力店」は使用済み

バッテリーの買い換え時などに、下取り窓口となって一般ユーザーから無償回収する。 

リサイクル協力店のうち、取引メーカーが定めた一定数量以上の使用済みバッテリ

ーを一般ユーザーから下取りする販売店を「排出拠点」という。「排出拠点」は、一

定数量を下取り保管した時点で、取り引きメーカーに回収連絡すると、委託収集運搬

業者が下取り品の回収をする。「排出拠点」以外の販売店は、新しい商品を仕入れさ

れる際に、取り引きのある卸店、特約店、代理店へ使用済みバッテリーを無償で引き

渡す。 

図３－１ バッテリーのリサイクルシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     出典：（社）電池工業会ホームページ http://www.baj.or.jp/recycle/car.html 
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       <参考>リサイクル協力店 

 

 

 

 

 

 

 

     出典：（社）電池工業会ホームページ http://www.baj.or.jp/recycle/car.html 

 

  （２）回収率等 

   日本では一般的に自動車所有者が自分でバッテリーを交換することはなく、自動

車整備工場や自動車用品販売店等へ自動車を持ち込み交換している。このため、デ

ポジット制度が導入されているわけではないが自動車バッテリーの使用者が環境に

不法投棄する行為は少ない。したがって、表３－１に示すように（社）電池工業会

が調査しているように、2000年度の鉛蓄電池の回収率は95％，再利用率は93％と高

い割合を示している。また，国内の鉛使用量の約71％が鉛蓄電池に利用されている

と言われている。 

 

表３－１ バッテリー（鉛蓄電池）の排出量、回収率等 

 

 

 

 

排出量 ：（社）電池工業会推定（廃車＋国内取替用出荷分から） 

回収量 ：再生精錬業者よりの回収報告の集計 

再利用量：鉛蓄電池メーカーよりの再生鉛購入量報告の集計 

回収率 ：回収量/排出量＊１００％ 

再利用率：再利用量/排出量＊１００％ 

    出典：小辺良一「自動車用鉛蓄電池のリサイクルについて」 

（自動車研究 VOL23,No.12,p24（2001）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 1996 1997 1998 1999 2000
排出量（千トン） 158 160 150 157 166
回収量（千トン） 142 153 159 157 158
再利用量（千トン） 152 151 145 146 154
回収率（％） 90 96 106 100 95
再利用率（％） 96 94 96 93 93
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 第２節 最近の対応動向 

  自動車リサイクル法が平成17年１月１日より本格施行されることにより、現在では特

定品目では対象とならなかった自動車用バッテリーの新たなリサイクルスキームが

（社）電池工業会等が中心となって検討している（参考１）。 

  また、産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会では、自動車用バッテリ

ー新システムについての検討に着手され、早期に新システム案の報告書を取りまとめる

ことになっている（参考２）。 

 

  参考１ 環境新聞（2004年12月８日） 
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  参考２ 環境新聞（2005年５月18日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


